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第１節　計画の目的と構成

総則-1

第１節　計画の目的と構成 

第１　計画の目的 
上野原市地域防災計画（以下「本計画」という。）は、災害対策基本法（昭和 36年法律第 223

号）第 42条の規定に基づき、市の防災に関する基本的事項を総合的に定めることにより住民等の

生命、身体及び財産を災害から保護することを目的として、上野原市防災会議が策定する。 

第２　計画の構成 
本計画が対象とする災害は、地震、風水害、雪害、大規模事故災害、原子力災害、火山災害等と

し、次の 5編で構成する。 

なお、各編において共通する計画については、原則として地震編を準用する。 

 

第３　計画の性格 
本計画は、市、県及び防災関係機関の行う防災業務の実施責任を明確にするとともに、これら機

関相互の密接な連絡調整を図るために必要な基本的事項を示す。 

本計画に示した対策の実施細目、マニュアル（実践的応急活動要領）等については、それぞれの

機関の果たすべき役割、地域等の実態を踏まえつつ、別途、それぞれの機関が定める。 

第４　計画の修正 
本計画は、防災基本計画（中央防災会議）、山梨県地域防災計画（山梨県防災会議）等の上位計

画の改定、災害対策基本法等の防災関連法令の改正、市のその他計画、大規模災害で得られた教訓

等を反映して、必要に応じ修正を行う。 
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第２節　基本方針 

第１　災害対策の基本理念 
災害対策について、災害対策基本法においては次の事項を基本理念として掲げている。市の災害

対策においてもこれを基本理念として遂行する。 

第２　基本方針 
国の防災基本計画（中央防災会議）は、「災害の発生を完全に防ぐことは不可能であるとの認識

の下、災害時の被害を最小化する『減災』の考え方を防災の基本方針として規定し、人命を守るこ

とを最優先に実施していかなければならない」としている。 

市においても、この「減災」を防災の基本方針とし、自助・共助・公助が一体となった防災力の

強化に努める。 

１　減災を重視した防災対策 

住民の生命、身体及び財産を守ることを第一義とした上で、災害時の被害を最小化する「減

災」の考え方を防災対策の基本とし、災害に強いまちづくりの推進を図る。 

 １　我が国の自然的特性に鑑み、人口、産業その他の社会経済情勢の変化を踏まえ、災害

の発生を常に想定するとともに、災害が発生した場合における被害の最小化及びその迅

速な回復を図ること。 

２　国、地方公共団体及びその他の公共機関の適切な役割分担及び相互の連携協力を確保

するとともに、これと併せて、住民一人一人が自ら行う防災活動及び自主防災組織その

他の地域における多様な主体が自発的に行う防災活動を促進すること。 

３　災害に備えるための措置を適切に組み合わせて一体的に講ずること並びに科学的知見

及び過去の災害から得られた教訓を踏まえて絶えず改善を図ること。 

４　災害の発生直後その他必要な情報を収集することが困難なときであっても、できる限

り的確に災害の状況を把握し、これに基づき人材、物資その他の必要な資源を適切に配

分することにより、人の生命及び身体を最も優先して保護すること。 

５　被災者による主体的な取組を阻害することのないよう配慮しつつ、被災者の年齢、性

別、障害の有無その他の被災者の事情を踏まえ、その時期に応じて適切に被災者を援護

すること。 

６　災害が発生したときは、速やかに施設の復旧及び被災者の援護を図り、災害からの復

興を図ること。 

７　男女共同参画の観点から、防災に関する政策決定及び現場における女性の参画を拡大

し、男女双方の視点に配慮する等、様々な方々の参画により、多様性に配慮した防災･復

興体制の確立を図ること。 

８　高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者等の災害時要配慮者に配慮し

た防災・復興体制の確立を図ること。
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２　自助・共助・公助による防災力の向上 

大規模災害に対しては、行政による「公助」のみで対応することは困難である。そのため、自

らの命は自ら守る「自助」、自分たちの地域は地域のみんなで守る「共助」と連携を図り、市の

防災力を向上させる。 

３　要配慮者の支援 

災害が発生した場合は、高齢者、障がい者、乳幼児その他の特に配慮を要する者（以下「要配

慮者」という。）への支援が必要になる。特に、避難に際しては、自ら避難することが困難な者

であって、その円滑かつ迅速な避難のため特に支援を要する者（以下「避難行動要支援者」とい

う。）に対しては、安否を確認し避難の手助けが必要となる。 

そのため、市、防災関係機関及び地域住民が協力して支援する体制を構築する。 

４　多様性への配慮 

大規模災害においては、避難生活における生活環境、物資の供給、避難所運営業務等におい

て、高齢者、障がい者、女性、妊産婦、乳幼児等、様々な方々への配慮が必要となる。 

そのため、男女共同参画のみならず、多種多様な方々の参画により、被災者のニーズに配慮し

た災害対策を進める。 

５　広域連携体制の構築 

大規模災害に対しては、市の防災力では対応が困難である。 

そのため、県内外の自治体との相互応援、関係機関・事業者・団体等の応援等、迅速かつ確実

に支援を受けることができるよう広域連携体制を構築する。 

６　市の地域特性の反映 

市は、四方を山地で囲まれた地域にあり、土砂災害の発生、集落の孤立等が懸念される。さら

に、人口の高齢化による住民の避難行動及び避難生活での支援が重要となっている。 

また、富士山の大規模噴火では降灰だけでなく溶岩流も想定される。 

このような市の災害特性を考慮した防災対策を推進する。 
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第３節　防災関係機関の処理すべき事務又は業務の大綱 

第１　防災関係機関の役割 

１　市 

市は、防災の第一次的責任を有する基礎的地方公共団体として、指定地方行政機関、指定公共

機関、指定地方公共機関及び他の公共的団体等の協力を得て防災活動を実施する。 

２　県 

県は、市町村を包括する広域的地方公共団体として、指定地方行政機関、指定公共機関、指

定地方公共機関及び他の公共的団体等の協力を得て防災活動を実施する。 

また、市町村及び指定地方公共機関が処理する防災に関する事務又は業務の実施を助け、か

つ、その調整を行う。 

３　指定地方行政機関※1 

指定地方行政機関は、指定行政機関及び他の指定地方行政機関と連携して防災活動を実施す

る。 

また、市及び県の活動が円滑に行われるよう勧告、指導、助言等の措置を行う。 

４　指定公共機関※2 及び指定地方公共機関※3 

指定公共機関及び指定地方公共機関は、その業務の公共性に鑑み、自ら防災活動を実施する。 

また、市及び県の活動が円滑に行われるようその業務に協力する。 

５　公共的団体及び防災上重要な施設の管理者 

公共的団体及び防災上重要な施設の管理者は、平素から災害予防体制の整備を図るとともに、

災害時には災害応急対策を実施する。 

また、市及び県その他防災関係機関の防災活動に協力する。 

 

※　指定行政機関：国の行政機関で内閣総理大臣の指定するもの。 

※1　指定地方行政機関：指定行政機関の地方支分部局その他国の地方行政機関で内閣総理大臣の指定す

るもの。 

※2　指定公共機関：東日本電信電話㈱等の公共的機関及び電気、ガス等の公益的事業を営む法人で内閣

総理大臣の指定するもの。 

※3　指定地方公共機関：土地改良区等の公共的施設の管理者及び県の地域において、電気、ガス等の公

益的事業を営む法人で県知事の指定するもの。 

第２　処理すべき事務又は業務の大綱 

１　市 

（１）災害予防 

ア　防災組織の整備 

イ　防災知識の普及及び教育 

ウ　防災訓練の実施 

エ　防災に必要な物資及び資材の備蓄、整備及び点検 

オ　防災に関する施設の整備及び点検 



 
第３節　防災関係機関の処理すべき事務又は業務の大綱

総則-5

カ　自主防災組織の指導・育成 

キ　災害に関する調査研究 

ク　防災上必要な調査及び被害想定の作成 

ケ　危険物等災害予防対策の推進 

コ　住民が実施する災害対策の推進 

サ　火災対策の推進 

シ　前各項のほか、災害応急対策の実施に支障となる状態等の改善 

（２）災害応急対策 

ア　災害警戒本部、災害対策本部の設置及び運営 

イ　災害に関する情報の収集、伝達及び広報 

ウ　警報の発令、伝達及び広報の実施 

エ　防災応急対策及び被害状況、応急復旧対策の把握 

オ　災害に備えた人員及び資機材の配備手配 

カ　避難指示等及び避難者の保護 

キ　火災発生防止及び水防体制の整備、発災時の消防及び水防その他の応急措置 

ク　被災者の救出、救助その他の保護 

ケ　要配慮者の安全確保 

コ　被災者からの要請による物資等の供給、斡旋及び備蓄物資の供給 

サ　応急教育の実施 

シ　被災施設及び設備の応急復旧 

ス　清掃、防疫その他の保健衛生活動 

セ　防犯、交通規制その他の社会秩序維持の措置 

ソ　緊急輸送の確保 

タ　県その他関係機関に対する応援要請 

チ　前各項のほか、災害発生の防御及び拡大防止のための措置 

（３）災害復旧 

ア　被災した施設等の原形復旧 

イ　災害の再発防止 

ウ　激甚災害に関する調査及び指定への協力 

エ　前各項のほか、将来の災害に備える措置 

２　県 

（１）災害予防 

ア　防災組織の整備 

イ　市町村及び防災関係機関の防災事務又は業務の実施についての総合調整 

ウ　防災知識の普及及び教育並びに過去の災害から得られた教訓を伝承する活動の支援 

エ　防災訓練の実施 

オ　防災に必要な物資及び資材の備蓄、整備及び点検 

カ　防災に関する施設の整備及び点検 

キ　過去の災害に係る情報の収集、整理等 

ク　前各項のほか、災害応急対策の実施に支障となる状態等の改善 

（２）災害応急対策  

ア　災害に関する情報の収集、伝達及び広報 
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イ　警報の発令及び伝達、避難の指示並びに市町村が避難指示等を行う際において必要な助言

の実施 

ウ　消防、水防その他の応急措置 

エ　被災者の救出、救助その他の保護 

オ　被災者等からの相談窓口の設置 

カ　応急教育の実施 

キ　被災施設及び設備の応急復旧 

ク　清掃、防疫その他の保健衛生活動 

ケ　犯罪の予防、交通規則その他の社会秩序維持の措置 

コ　緊急輸送の確保 

サ　広域一時滞在に関する協定の締結 

シ　前各項のほか、災害発生の防御及び拡大防止のための措置 

（３）災害復旧 

ア　被災した施設等の原形復旧 

イ　災害の再発防止 

ウ　前各項のほか、将来の災害に備える措置 

３　指定地方行政機関 

（１）関東管区警察局 

ア　管区内各県警察の災害警備活動及び相互援助の指導・調整 

イ　他管区警察局及び警視庁との連携 

ウ　管区内防災関係機関との調整 

エ　管区内各県警察及び防災関係機関等からの情報収集並びに報告連絡 

オ　警察通信の確保及び統制 

（２）関東財務局（甲府財務事務所） 

ア　立会関係 

各災害復旧事業費の査定立会（公共土木施設災害復旧事業費、農林水産業施設災害復旧事

業費、公立学校施設災害復旧事業費、公営住宅災害復旧事業費、災害等廃棄物処理事業費、

廃棄物処理施設災害復旧事業） 

イ　融資関係  

（ア）地方公共団体に対する災害復旧事業債の貸付 

（イ）地方公共団体に対する短期資金の貸付 

ウ　日本銀行甲府支店との協議等に基づく金融上の措置  

（ア）預貯金等の払戻し等の特例措置 

（イ）手形交換の特別措置 

（ウ）休日営業の特例措置 

（エ）融資の迅速化及び簡素化の特例措置 

（オ）生命保険料及び損害保険料払込みの猶予措置 

（カ）保険料支払いの迅速化措置 

エ　国有財産関係 

（ア）地方公共団体が応急措置の用に供する場合における普通財産の無償貸与 

（イ）地方公共団体において、小学校・中学校・特別支援学校の施設で、災害による著しい被

害がある場合における普通財産の無償貸与 
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（ウ）災害その他の緊急やむを得ない事態の発生により、応急施設としてその用に供する場合

における所管する行政財産の使用許可 

（３）関東信越厚生局 

ア　管内の情報収集及び伝達に関すること 

イ　関係機関との連絡調整に関すること 

（４）関東農政局（山梨県拠点） 

ア　災害予防 

（ア）ダム、堤防、ひ門等の防災上重要な施設の点検整備等の実施又は指導 

（イ）防災ダム、ため池、湖岸堤防、土砂崩壊防止、農業用河川工作物、たん水防除、農地浸

食防止等の施設の整備 

イ　災害応急対策 

（ア）農業に関する被害状況の取りまとめ及び報告 

（イ）災害時における種もみ、その他営農資材の確保 

（ウ）災害時における生鮮食料品等の供給 

（エ）災害時における農産物、蚕、家畜等に係る管理指導及び病害虫の防除 

（オ）土地改良機械の緊急貸出し及び技術者の把握と動員 

（カ）応急用食料の調達・供給対策 

ウ　災害復旧 

（ア）査定の速やかな実施と必要な場合の緊急査定の実施 

（イ）災害による被害農林漁業者に対する資金の融通 

（５）関東森林管理局（山梨森林管理事務所） 

ア　国有林野の保安林、保安施設（治山施設）の維持・造成 

イ　民有林直轄治山事業の実施 

ウ　災害復旧用材（国有林材）の供給 

（６）関東経済産業局 

ア　生活必需品、復旧資材等防災関係物資の円滑な供給の確保 

イ　商工鉱業の事業者の業務の正常な運営の確保 

ウ　被災中小企業の振興 

（７）関東東北産業保安監督部  

ア　火薬類、高圧ガス、液化石油ガス、電気、ガスなど危険物等の保安の確保 

イ　鉱山に関する災害防止及び災害時の応急対策 

（８）関東運輸局（山梨運輸支局）  

ア　災害時における輸送実態調査 

イ　災害時における自動車輸送業者に対する輸送の連絡調整 

ウ　災害時における自動車の応援手配 

エ　災害による不通区間における迂回輸送、代替輸送等の指導 

オ　災害時における関係機関との連絡調整 

（９）東京航空局（東京空港事務所） 

ア　災害時における航空機の輸送に関し、安全確保等の必要な措置 

イ　遭難航空機の捜索及び救助の調整 

ウ　指定地域上空の飛行規制とその周知徹底 

（10）東京管区気象台（甲府地方気象台） 

ア　気象、地象、地動及び水象の観測並びにその成果の収集及び発表を行う。 
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イ　気象、地象（地震にあっては、発生した断層運動による地震動に限る）及び水象の予報並

びに警報等の防災気象情報の発表、伝達及び解説を行う。 

ウ　気象業務に必要な観測、予報及び通信施設の整備に努める。 

エ　地方公共団体が行う防災対策に関する技術的な支援・助言を行う。 

オ　防災気象情報の理解促進、防災知識の普及啓発に努める。 

（11）関東総合通信局  

ア　非常通信の確保等及び関東地方非常通信協議会の運営 

イ　災害時テレコム支援チーム（MIC－TEAM）による災害対応支援 

ウ　災害対策用移動通信機器及び災害対策用移動電源車の貸出し 

エ　非常災害時における重要通信の疎通を確保するため、無線局の開局、周波数等の指定変更

及び無線設備の設置場所等の変更を口頭等により許認可を行う特例措置（臨機の措置）の実

施 

オ　電気通信事業者及び放送局の被災・復旧状況等の情報提供 

（12）山梨労働局  

ア　工場、事業場における爆発、火災及び有毒ガスによる中毒を防止するための監督指導及び

特殊設備の安全確保のための検査 

イ　事業場内労働者の二次災害の防止 

ウ　被災事業場に対する労働保険料の徴収猶予 

エ　災害復旧工事における安全の確保 

（13）国土交通省関東地方整備局（甲府河川国道事務所、富士川砂防事務所）  

管轄する河川、道路について計画、工事及び監理を行うほか、災害対策について下記の事項

を行う。 

ア　防災対策の基本方針等の策定 

イ　災害予防 

（ア）災害対策の推進 

（イ）危機管理体制の整備 

（ウ）災害、防災に関する研究、観測等の推進 

（エ）防災教育等の実施 

（オ）防災訓練 

（カ）再発防止対策の実施 

ウ　災害応急対策 

（ア）災害発生直後の情報の収集・連絡及び通信の確保 

（イ）活動体制の確立 

（ウ）政府本部への対応等 

（エ）災害発生直後の施設の緊急点検 

（オ）災害対策用資機材、復旧資機材等の確保 

（カ）災害発生時における応急工事等の実施 

（キ）災害発生時における交通の確保等 

（ク）緊急輸送 

（ケ）代替輸送 

（コ）二次災害の防止対策 

（サ）ライフライン施設の応急復旧  

（シ）地方自治体等への支援 
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（ス）被災者・被災事業者に対する措置 

（セ）災害発生時における広報 

（ソ）自発的支援への対応 

（タ）緊急を要すると認められる場合、適切な緊急対応の実施 

エ　災害復旧・復興 

（ア）災害復旧・復興の基本方針 

（イ）災害復興の実施 

（ウ）復旧・復興資機材の安定的な確保 

（エ）都市の復興 

（オ）借地借家制度等の特例の適用 

（カ）被災者の居住の安定確保に対する支援 

（キ）被災事業者等に対する支援措置 

（ク）緊急を要すると認められる場合、適切な緊急対応の実施 

（14）関東地方環境事務所 

ア　有害物資等の発生等による汚染状況の情報収集及び提供 

イ　廃棄物処理施設等の被害状況、がれき等の廃棄物の発生量の情報収集 

ウ　行政機関等との連絡調整、被災状況・動物救護活動の状況等に関する情報収集、提供等 

（15）南関東防衛局  

ア　所管財産使用に関する連絡調整 

イ　災害時における防衛本省及び自衛隊との連絡調整 

ウ　在日米軍が災害対策措置を行う場合の連絡調整支援 

（16）国土地理院関東地方測量部 

ア　災害時等における地理空間情報の整備・提供 

イ　復旧・復興のための公共測量に関する指導・助言 

ウ　地殻変動の監視 

４　自衛隊（陸上自衛隊東部方面特科連隊） 

（１）平素における準備  

ア　防災関係資料の整備 

イ　関係機関との連絡・調整 

ウ　災害派遣計画の作成 

エ　防災に関する教育訓練 

オ　その他 

（ア）防災関係資機材の点検・整備 

（イ）隊員の非常参集態勢の整備 

（２）災害派遣の準備 

ア　災害派遣初動の準備 

イ　災害等情報の収集 

ウ　通信の確保 

エ　要請等の確認及び派遣要領の決定 

（３）災害派遣の実施 

ア　要請又は被災の状況に応ずる部隊の派遣 

（４）撤収及び撤収後の措置 
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５　指定公共機関  

（１）東日本旅客鉄道株式会社（八王子支社） 

ア　災害による不通の場合の列車の迂回運転 

イ　台風、大雨、豪雨豪雪時における列車運転の混乱防止のための運転規制（安全輸送の確

保） 

ウ　災害警備発令基準に基づく警戒 

エ　災害発生のおそれのある河川の水位観測 

オ　応急資材の確保及び重機械類の民間借上げ 

カ　災害時における不通区間の代行又は振替え輸送 

キ　生鮮食料品及び生活必需物資の輸送確保 

（２）東日本電信電話株式会社（山梨支店）、株式会社ＮＴＴドコモ（山梨支店） 

ア　平素から設備自体を物理的に強固にし、災害に強く信頼性の高い通信設備を構築する。 

イ　電気通信システムの一部の被災がほかに重要な影響を及ぼさないよう信頼性の向上を図

る。 

ウ　災害時に重要通信を疎通させるための手段を確保する。 

エ　災害を受けた通信設備をできるだけ早く復旧する。 

オ　災害復旧及び被災地における情報流通について、お客様、国、地方公共団体、ライフライ

ン事業者及び報道関係機関等と連携を図る。 

（３）日本赤十字社（山梨県支部） 

ア　被災者に対する医療、助産、死体の処理その他の救助の実施 

イ　応援救護班の体制確立とその整備 

ウ　血液製剤の確保及び供給のための措置 

エ　赤十字奉仕団（日赤防災ボランティア）による救護活動の連絡調整 

オ　災害救助等の協力奉仕者の受付及び連絡調整 

カ　被災者に対する赤十字救援物資の備蓄 

キ　義援金の募集及び配分 

（４）日本放送協会（甲府放送局） 

ア　災害対策基本法、気象業務法、日本赤十字社法その他の法令の定める放送又は通信 

イ　災害対策基本法に定める対策措置 

（５）中日本高速道路株式会社（八王子支社）  

ア　管轄する高速道路等の耐震整備 

イ　災害時の管轄する高速道路等における輸送路の確保 

ウ　高速道路の早期災害復旧 

（６）日本通運株式会社（山梨支店） 

ア　安全輸送の確保 

イ　災害対策用物資等の輸送 

ウ　災害応急活動のための知事の車両借上げ要請に対し、可及的に即応しうる体制の整備 

（７）東京電力パワーグリッド株式会社（大月支社） 

ア　電力供給施設の災害予防措置 

イ　被災電力供給施設の状況調査とその早期復旧 

ウ　災害発生時及びその前後における電力供給の確保 

（８）日本銀行（甲府支店） 

ア　災害時における金融緊急措置の実施に係る金融機関への要請 
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イ　金融機関の支払現金準備に関する措置 

ウ　損傷日本銀行券及び損傷貨幣の引換えのための必要な措置 

エ　日本銀行代理店、取引銀行との緊密な連絡による国庫事務の円滑な運営 

（９）日本郵便株式会社（甲府中央郵便局）  

ア　地方公共団体又は郵便事業株式会社が収集した被災者の避難所開設状況及び避難者リスト

等の情報の相互提供 

イ　避難所における臨時の郵便差立箱の設置 

ウ　被災者に対する郵便葉書等の無償交付 

エ　被災者が差し出す郵便物及び被災地あて救助用郵便物の料金免除 

オ　郵便局窓口業務の維持 

カ　緊急車両等としての車両の提供（車両を所有する場合に限る。） 

キ　郵便局ネットワークを活用した広報活用 

ク　株式会社ゆうちょ銀行の非常払い及び株式会社かんぽ生命保険の非常取扱いについて、各

社から要請があった場合の取扱い 

６　指定地方公共機関  

（１）放送機関（株式会社山梨放送、株式会社テレビ山梨、株式会社エフエム富士）  

ア　地域住民に対する防災知識の普及と各種予報及び警報の報道 

イ　地域住民に対する災害発生の情報、対策通報、ニュースの可及的速やかな報道 

ウ　社会事業団体などによる義援金品の募集、配分への協カ 

（２）輸送機関（山梨交通株式会社、富士山麓電気鉄道株式、富士急バス株式会社、一般社団法人

山梨県トラック協会） 

ア　安全輸送の確保 

イ　災害対策用物資等の輸送 

ウ　災害応急活動のための知事の車両借上げ要請に対し、可及的速やかに即応する体制の整備　 

（３）ガス供給機関（一般社団法人日本コミュニティーガス協会関東支部山梨県部会、社団法人山

梨県エルピーガス協会上野原地区） 

ア　ガス供給施設の耐震整備 

イ　被災地に対するガス供給の確保 

ウ　ガス供給施設の被害調査及び復旧 

（４）医師会（山梨県医師会、北都留医師会上野原地区） 

ア　被災者に対する救護活動の実施 

イ　収容施設の調査、医薬品備蓄状況確認及び調達 

７　その他の公共的団体及び防災上重要な施設の管理者 

（１）農林業関係団体（クレイン農業協同組合、北都留森林組合、南都留森林組合） 

ア　市が行う農林業関係被害調査、応急対策に対する協力 

イ　農林産物等の災害応急対策に対する指導 

ウ　被災農家に対する資金の融資又はその斡旋 

エ　農林業生産資材等の確保及び斡旋 

（２）桂川漁業協同組合 

ア　利用者等の避難誘導 

イ　漁業関係被害調査等の協力  
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（３）上野原市商工会等中小企業関係団体 

ア　市が行う商工業関係被害調査及び応急対策に対する協力 

イ　災害時における物価安定についての協力 

ウ　救助用物資、復旧資材の確保についての協力及び斡旋 

（４）上野原市建設業協力会 

ア　災害時における公共土木施設等の被害状況の把握及び報告 

イ　災害時における公共土木施設等の応急・復旧対策 

（８）不動産関係団体（公益社団法人山梨県宅地建物取引業協会、公益社団法人全日本不動産協会

山梨県本部、公益社団法人全国賃貸住宅経営者協会連合会） 

ア　民間賃貸住宅に関する貸し主への協力依頼 

イ　民間賃貸住宅の情報の提供 

ウ　民間賃貸住宅の円滑な提供 

（９）東部地域広域水道企業団 

ア　応急給水 

イ　水道施設の被害調査及び復旧 

（10）公益財団法人山梨県下水道公社 

ア　関係機関との連絡調整 

イ　被害状況の報告と支援要請の依頼 

（11）上野原市歯科医師会、上野原市薬剤師会 

ア　被災者に対する救護活動の実施 

イ　医薬品備蓄状況確認及び調達 

（12）社会福祉協議会（山梨県社会福祉協議会、上野原市社会福祉協議会） 

ア　災害時のボランティア活動に関する連絡調整 

イ　ボランティアの登録・受付及びその受入体制の確保 

（13）山梨県ボランティア協会 

ア　災害時のボランティア活動に関する連絡調整 

イ　ボランティアの登録・受付及びその受入体制の確保 

（14）病院等医療施設の管理者 

ア　避難施設の整備及び避難訓練の実施 

イ　災害時における収容者の保護及び誘導 

ウ　災害時における病人等の収容及び保護 

エ　災害時における被災者の収容及び助産 

（15）社会福祉施設の管理者 

ア　避難施設の整備及び避難訓練の実施 

イ　災害時における入所者の保護及び誘導 

（16）学校施設の管理者 

ア　避難施設の整備及び避難訓練の実施 

イ　災害時における応急教育対策計画の樹立及び実施 
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第４節　上野原市の現況 

第１　自然的条件 

１　位置及び面積 

市は、山梨県の最東部にあり首都中心部から約 60～70km 圏に位置する。東は神奈川県相模原

市、南は道志村、西は大月市及び都留市、北は小菅村及び東京都西多摩郡に隣接している。 

市の大きさは、南北方向に 21.6km、東西方向に 15.3km で、面積は 170.57km2、県土の3.8％

を占める。 

２　地勢 

市には、中央自動車道上野原 IC及び談合坂スマート IC、JR中央本線上野原駅及び四方津駅、

国道 20号、主要地方道四日市場上野原線・上野原あきる野線・上野原丹波山線・大月上野原線

があり、首都東京を中心とする関東圏から山梨県への東玄関として重要な位置を占めている。 

また、市域を流下する桂川、秋山川、鶴川、仲間川及びそれらの支流によって形成された河岸

段丘が住民生活の基盤をなしている。 

なお、桂川・秋山川はともに相模川水系であり、神奈川県における主要な水道供給源となって

いる。 

３　地質 

地質は、大きく3つに分類される。北部は四万十層群に属する地層で、砂岩、粘板岩、頁（け

つ）岩、千枚岩及び輝緑凝灰岩からなり、中部は富士川層群に属する地層で、泥（でい）岩、礫

岩及び亜角礫岩からなる。 

また、南部は御坂層群に属する地層で、石英安山岩質凝灰岩、凝灰角礫岩、石英安山岩、凝灰

岩等からなり、それぞれの地層は断層により境されている。 

４　断層 

（１）扇山断層 

四万十層群と富士川層群・御坂層群とが接する面の断層で、犬目、矢坪、桑久保、登下、鏡

渡橋を通り東方へ至っている。 

（２）鶴川破砕帯 

相模湖の西岸から相模原市緑区佐野川の上岩、棡原地区の小伏、大垣外、小棡、西原地区の

藤尾、原、飯尾を通り、小菅村の鶴峠、丹波山村に達する断層で、幅の広い破砕帯を持ち、地

形上でもケルンコル・ケルンバット地形が連続して発達している。 

５　気象 

気象条件は、周囲を山々に囲まれた複雑な地形に左右されることが多く、総じて内陸的であ

る。夏冬の寒暖差、昼夜の温度差が大きく、また降雨量が少ない特徴がある。 
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第２　社会的条件 

１　人口 

人口は、平成 7年に 30,248 人でピークを迎えて以降、減少傾向に転じ、令和7年 1月 1日現

在、21,206 人、10,054 世帯数となっている。 

年齢構成は、0～14 歳の年少人口が7.3％、15～64歳の生産年齢人口が52.8％、65歳以上の

高齢者人口が 39.9％となっている。 

資料：国勢調査　 

２　産業 

令和 2年国勢調査における産業別就業人口の構成比は、第 1次産業が 1.7％、第 2次産業が

33.1％、第 3次産業が 65.2％となっている。 

３　土地利用 

土地の利用状況は、宅地 4.76km2（2.8％）、農用地 2.98km2（1.8％）、森林等 138.10km2

（80.9％）となっており、宅地、農地の割合が低く、森林等の割合が高くなっている（平成 27

年 3月第 1次国土利用計画）。 

４　交通 

（１）公共交通 

市を JR中央本線が東西方向に横断し上野原駅と四方津駅の 2つの駅がある。東京に近いた

め両駅から東京方面への通勤・通学に多くの人が利用している。 

住民の重要な交通機関であるバス路線は、富士急バス（株）によって運行され、上野原駅と

市内各地区を結んでいる。 

（２）道路交通 

市には、近隣都県との交通の拠点として中央自動車道の上野原 IC及び談合坂スマート ICが

あるほか、近隣市町村とを結ぶ道路として、東西に走る国道20号、主要地方道大月上野原

線、南北に走る主要地方道上野原あきる野線、主要地方道上野原丹波山線、主要地方道四日市

場上野原線等を中心に、一般県道 5路線のほか、市道等が市内全域を結んでいる。 

 

 
年 総 人 口

増加

世帯数
１ 世 帯
当 た り
人 員

高齢者人口

 数 率 人口 割合 県割合 国割合

 
昭和55年

人 
27,878

人 
△533

％ 
1.87

世帯 
7,137

人 
3.91

人 
3,106

％ 
11.1

％ 
11.6

％ 
9.1

 　　60 27,772 △106 △0.38 7,398 3.75 3,574 12.9 12.9 10.3

 平成 2 27,790 18 0.06 7,897 3.52 4,315 15.5 14.8 12.0

 　　 7 30,248 2,458 8.84 9,562 3.16 5,206 17.2 17.1 14.5

 　　12 30,157 △91 △0.30 10,012 3.01 5,968 19.8 19.5 17.3

 　　17 28,986 △1,171 △3.88 10,262 2.82 　6,638 　22.9 21.9 20.2

 　　22 27,114 △1,872 △6.46 10,032 2.70 7,118 26.3 24.5 23.0

 　　27 24,805 △2,309 △8.52 9,661 2.57 7,833 31.6 28.4 26.6

 令和 2 22,669 △2,136 △8.61 9,509 2.38 8,254 36.7 31.1 28.7
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第５節　災害危険性 

第１　災害履歴 

１　地震災害 

市では、1923（大正 12）年の関東大震災において 3名の死者（山梨県全体では死者 20名）が

発生した記録が残されている。1924（大正 13）年の丹沢地震、1996（平成 8）年の地震で負傷者

が発生している。 

また、これまでにも山梨県東部、神奈川県西部等を震源とする地震が度々発生しており、家

屋、道路等に被害が生じたこともある。 

２　風水害 

市で死者が発生した災害は、1934（昭和 9）年の室戸台風（死者 3名）及び 1982（昭和 57）

年の台風 10号（死者 1名）が挙げられる。 

その他、1959（昭和 34）年の伊勢湾台風では、死者は発生していないものの、重傷者 1名の

ほか家屋の全壊が 24棟、半壊が 392棟等、甚大な被害が発生している。 

近年では、死者や家屋の損壊等の直接的に人命が危険にさらされるような災害は発生していな

いものの、斜面崩落による道路等の損壊は毎年のように発生している。 

特に 1997（平成 9）年 9月、1998（平成 10）年 8月、2011（平成 23）年 7月及び 9月には、

大雨により多くの箇所で土砂崩れが発生し、道路及び河川の閉塞等の被害が発生している。 

第２　災害危険区域等 
市においては、土砂災害に関連する法令により危険区域・危険箇所が指定されている。これらの

指定状況は、次のとおりである。 

１　土砂災害警戒区域 

令和 6年 1月 29日現在 

２　地すべり防止区域 

令和 5年 3月 17日現在 

３　急傾斜地崩壊危険区域 

令和 5年 5月 29日現在 

４　山地災害危険地区 

平成 30年 3月 1日現在 

 区分 急傾斜地の崩壊 土石流 地すべり 合計

 土砂災害警戒区域 550 箇所 178 箇所 23箇所 751箇所

 うち特別警戒区域 535 箇所 140 箇所 0箇所 675箇所

 （林野庁所管）5箇所、（国土交通省所管）1箇所

 7地区 10箇所

 崩壊土砂流出危険地区 山腹崩壊危険地区 地すべり危険地区 合計

 214箇所 41箇所 8箇所 263 箇所
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第３　地震災害の想定 
県は、県内における地震防災対策の前提となる基礎資料を得ることを目的として、地震被害想定

調査を実施し、令和５年５月に「山梨県地震被害想定調査結果」を公表した。 

１　地震被害想定 

県に大規模な被害を及ぼす可能性があると想定される地震の概要は、次のとおりである。 

なお、地震が発生した場合に県に及ぼす被害が大きいと予測されるものであり、地震発生の

可能性が高いことを示すものではない。 

（１）南海トラフの巨大地震（東側ケース）  

南海トラフで発生する「最大クラス」の海溝型地震のうち山梨県での震度が最も大きくなる

「東側ケース」の地震 

（２）首都直下地震（M7クラス立川市直下）  

相模トラフ沿いの首都直下プレート境界で発生する海溝型地震のうち山梨県域にかかる震源

断層域を含む地震 

（３）糸魚川―静岡構造線断層帯中南部区間  

山梨県の西部に位置する日本を代表する活断層のうち長野県側で発生する地震 

（４）糸魚川―静岡構造線断層帯南部区間  

山梨県の西部に位置する日本を代表する活断層のうち山梨県側で発生する地震 

（５）曽根丘陵断層帯  

甲府市の南側に位置する活断層で発生する地震 

（６）扇山断層  

山梨県の東部に位置する活断層で発生する地震 

（７）身延断層  

山梨県の南部に位置する活断層で発生する地震 

（８）塩沢断層帯  

山梨県の東部、静岡県との県境に位置する活断層で発生する地震 

（９）富士川河口断層帯  

山梨県南部から太平洋にかけて位置する活断層で発生する地震 

（10）【参考】首都直下地震（M8クラス相模トラフ）  

相模トラフで発生する「最大クラス」の海溝型地震 

関東大震災と同じ震源域であり、関東大震災によりエネルギーが解放されているため発生確

率が低いとされているが山梨県を含め広範囲に影響があるため参考としている。 

２　想定条件等  

（１） 県を 250ｍメッシュを基本とし、甲府盆地周辺は50ｍメッシュに区切り想定 

（２） 項目毎に冬5時、夏 12時、冬 18時で想定 

 

 

 

 



 
第 5 節　災害危険性

総則-17

 

出典：山梨県地震被害想定調査（令和 5年 5月）簡易版 

 

３　想定結果  

（１）南海トラフの巨大地震（東側ケース） 

 震源は遠いものの、県中心部から南部にかけて揺れがきく、一部の地域で最大震度 7の揺れ 

が想定される。 

（２）首都直下地震Ｍ７（立川市直下）  

震源に近い、県東部及び富士五湖地域の一部で最大震度6強の揺れが想定される。 

（３）糸魚川―静岡構造線断層帯中南部区間  

震源が位置する県北西部で震度 6強から震度7、甲府盆地の一部地域で最大震度 6弱が想定 

される。 

（４）糸魚川―静岡構造線断層帯南部区間  

震源が位置する県西部で広範囲に震度 6弱以上となり、一部地域で震度7が想定される。 

（５）曽根丘陵断層帯  

震源が位置する県中心部において震度 7の揺れが広く発生することが想定される。 

（６）扇山断層  

震源が位置する県東部を中心に揺れが大きく、一部の地域で最大震度7の揺れが想定され 

る。 

（７）身延断層  

震源の真上にあたる県南西部の揺れが大きく、一部の地域で最大震度6強の揺れが想定さ 

れる。 

（８）塩沢断層  

震源付近で揺れが大きく富士五湖地域では最大震度 7の揺れが想定される。 

（９）富士川河口断層帯  

震源の近い県南部において最大震度7の揺れが想定される。 

図１　対象地震の震源分布
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南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

大 0 59 74 414
中 20 89 132 47
小 276 293 206 8

なし 173 28 57 0
大 0 0 0 0
中 0 0 0 0
小 0 0 0 0

なし 22 22 22 22
大 0 18 26 162
中 7 33 66 4
小 117 113 68 0

なし 42 2 6 0

想定地震

急傾斜地の崩壊

地すべり

土石流

（10）【参考】首都直下地震（M8クラス相模トラフ）  

震源に近い県東部で揺れが大きく、揺れやすい地盤においては最大震度 7の揺れが想定さ 

れる。 

４　市における被害想定 

県が実施したこれらの地震被害想定調査結果のうち、県東部で揺れが大きく被害が想定され

る地震とその地震における本市の被害想定を抜粋し本計画の前提とする。 

なお、被害が最大となる季節及び時間帯を条件としている。 

※以下に示す各表において、端数調整により県の数値と一致しない場合がある。 

（１）地震動 

前提とする想定地震は次のとおりとする。 

 

（２）液状化  

液状化の発生は、地盤の性質と地震動の大きさに関係している。市内では一部の地域で液 

状化の可能性があるが、危険度は極めて低いとされている。 

（３）崖崩等  

土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊、地滑り、土石流）について、危険度判定を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※箇所数は令和3年 2月 1日現在  

 想定地震 市内の最大震度

 南海トラフ巨大地震（東側ケース） 5強

 首都直下地震Ｍ７（立川市直下） 6弱

 扇山断層 6強

 【参考】首都直下地震（M8クラス相模トラフ） 7
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南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

死者 14 108 43 473
揺れ 13 106 41 406

うち屋内収容物 0 1 1 7
火災 0 0 0 64
急傾斜地 1 2 2 3
ブロック塀等転倒 0 0 0 0
屋外落下物等 0 0 0 0

負傷者 129 650 295 1,945
揺れ 128 648 293 1,909

うち屋内収容物 3 13 14 111
火災 0 0 0 32
急傾斜地 1 2 2 4
ブロック塀等転倒 0 0 0 0
屋外落下物等 0 0 0 0

負傷者のうち重傷者 19 156 59 652
揺れ 18 155 58 637

うち屋内収容物 0 3 3 24
火災 0 0 0 13
急傾斜地 1 1 1 2
ブロック塀等転倒 0 0 0 0
屋外落下物等 0 0 0 0

要救助者 20 159 61 622

想定地震

人的被害（人）

（４）建物被害・屋外転倒物・落下物 

建築物の液状化、揺れ、崖崩等、火災による被害及びブロック塀の倒壊、屋外落下物で発生

する被害を予測した。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

（５）人的被害 

建物倒壊時における圧迫、火災等による死者や負傷者、人的被害者数を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

215 1,950 660 9,657

623 2,367 1,226 4,867

全壊 0 0 0 1

半壊 0 0 0 7

全壊 204 1,702 639 6,969

半壊 599 2,327 1,180 4,803

全壊 11 19 21 35

半壊 24 40 46 57

0 229 0 2,652

157 509 941 3,585

0 1 1 5

0 157 74 3,131

想定地震

全壊

半壊

火災焼失

ブロック塀の倒壊（件）

自動販売機の転倒（台）

屋外落下物が生じる建物（棟）

液

状

化

揺

れ

急

傾

斜

地

建物被害（棟） 原
因
別
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南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

222 1,527 617 6,879

うち避難所内 133 916 370 4,127
うち避難所外 89 611 247 2,752

290 1,640 1,692 9,312

うち避難所内 145 820 846 4,656
うち避難所外 145 820 846 4,656

223 1,527 751 6,879

うち避難所内 67 458 225 2,064
うち避難所外 156 1,069 526 4,815

想定地震

１日後

１週間後

１ヶ月後

避難者数（人）

南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

直後 1,245 3,949 7,813 19,581
１日後 1,090 3,598 7,383 19,285
１週間後 496 1,982 4,915 16,614
１ヶ月後 11 168 766 6,501
直後 1,371 2,514 4,302 13,153
１日後 879 1,805 3,417 12,512
１週間後 139 464 1,268 8,968
１ヶ月後 66 100 171 1,723

1 34 59 152
直後 5,534 11,242 14,109 21,469
１日後 557 1,942 4,452 15,830
１週間後 2 15 58 1,026
１ヶ月後 0 0 0 0
直後 5,449 11,069 13,891 21,138
１日後 548 1,912 4,384 15,586
１週間後 2 15 57 1,010
１ヶ月後 0 0 0 0
直後 Ｄ(20％以上) Ａ(50％以上) Ａ(50％以上) Ａ(50％以上)
１日後 Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満) Ａ(50％以上)
１週間後 Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満)
１ヶ月後 Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満) Ｅ(20％未満)

想定地震

ガス漏洩件数（件）

上水道断水人口（人）

下水道機能支障人口(人)

停電人数(人)

固定電話通信支障回線数(回線)

携帯電話不通ランク

想定地震
南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

応急住宅必要戸数（戸） 30 210 100 950

（６）ライフライン被害 

　　　ライフライン被害により日常生活等に支障が生じる数量等を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）避難者数 

　　　地震発生から 1 日後、1 週間後、1 ヶ月後の各時点での避難所避難者数及び避難所外避難

者数を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）応急仮設住宅 

　　　全壊棟数及び半壊棟数から応急住宅の需要量を予測した。 
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南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

32,700 261,772 87,770 1,085,215
揺れ・液状化による 32,700 220,674 87,770 825,926
火災による 0 41,098 0 259,289

想定地震

災害廃棄物量

災害廃棄物（ｔ）

南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

全壊棟数 44 357 137 1,452
焼失棟数 0 47 0 550
半壊棟数 129 491 254 1,009
全壊棟数 8 61 24 250
焼失棟数 0 8 0 95
半壊棟数 22 84 44 174
死者 1 10 4 46
負傷者 13 63 29 189
重症者 2 15 6 63

想定地震

空き家建物被害（棟）

別荘建物被害（棟）

別荘人的被害（人）

南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

１日後 3,200 11,000 22,000 57,000
１週間後 1,500 5,900 15,000 49,000
１ヶ月後 30 500 2,300 19,000
１日後 660 5,000 1,800 22,000
１週間後 860 5,200 5,000 29,000
１ヶ月後 660 5,000 2,200 22,000
１日後 120 910 330 4,100
１週間後 160 950 920 5,300
１ヶ月後 120 910 410 4,100
１日後 260 2,000 730 8,900
１週間後 290 1,700 1,700 9,700
１ヶ月後 130 990 450 4,400
１日後 50 1,300 1,000 32,000
１週間後 30 770 1,800 36,000
１ヶ月後 0 60 130 11,000
１日後 20 150 50 660
１週間後 30 150 150 860
１ヶ月後 20 150 70 660
１日後 10 70 20 300
１週間後 10 70 70 390
１ヶ月後 10 70 30 300
１日後 40 310 110 1,400
１週間後 50 330 310 1,800
１ヶ月後 40 310 140 1,400

想定地震

飲料水需要（ℓ）

食料需要（食）

粉ミルク需要（ｇ）

毛布需要（枚）

携帯・簡易トイレ需要（回）

乳児・小児用おむつ需要（枚）

大人用おむつ需要（枚）

生理用品需要（枚）

（９）物資備蓄 

　　　避難者数が最大となる季節・時間帯における備蓄物資の需要量を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）空き家・別荘 

　　　建物被害に空き家率、別荘率を用いて建物被害、人的被害の予測を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）災害廃棄物 

　　　建物の全壊・半壊・焼失棟数、及び災害廃棄物対策指針の手法を用いて災害廃棄物発生量の

予測を行った。 
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南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

最小0.9％ 2 18 6 87
最大2.3％ 5 45 15 222
最小15.76％ 2 17 7 72
最大16.76％ 2 18 7 77
最小0.07％ 0 1 1 7
最大0.98％ 3 17 17 94

想定地震

災害関連死

者数（人）

建物全壊棟

数との比較

直接死者数

との比較

避難者数と

の比較

南海トラフ
巨大地震

（東側ケース）

首都直下
地震Ｍ７

（立川市直下）
扇山断層

【参考】
首都直下地震

（Ｍ８クラス相
模トラフ）

想定地震

合計 2,303
就業者 1,230
通学者 1,073
県内からの通勤・通学者 557

就業者 379
通学者 178

県外からの通勤・通学者 1,746
就業者 851
通学者 895

帰宅困難者（人）

（12）災害関連死 

　　　建物全壊棟数と関連死の比率、直接死者数との関連死の比率、及び避難者数との関連死の比

率の 3 つの比率に対して比率が複数あるため、最小値と最大値用いて予測を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（13）帰宅困難者 

　　　帰宅困難者として地震発生時に外出している者のうち、近距離徒歩帰宅者を除いた帰宅断念

者と遠距離徒歩者の数を予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３　風水害の想定 
大雨による中小河川の増水、道路及び宅地等の冠水、土砂災害警戒区域における急傾斜地の崩

壊、土石流、地すべりの発生等の災害を前提とする。 

第４　雪害の想定 
平成 26年 2月 14 日から 15日にかけての降雪では、甲府地方気象台の観測史上、最大の 114cm

を記録する大雪となった。市内でも消防署で 104 ㎝、山間部では120 ㎝の積雪を記録し、市全域に

渡り交通網が遮断され公共交通機関は全て停止した。山間部では雪崩や停電が発生し、市を含む県

全域で災害救助法が適用された。 

このような積雪による交通の停止、雪崩、停電等の社会生活への影響、農林業等への被害を雪害

の前提とする。 

第５　大規模事故災害の想定 
危険物等施設における爆発、火災、危険物の流出等の事故、航空機の墜落・炎上による多数の死

傷者を伴う事故、橋梁の落下、トンネル・擁壁等の崩落、危険物等を積載する車両等の事故を大規

模事故の前提とする。 
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第６　原子力災害の想定 
中部電力浜岡原子力発電所において、原子力災害対策指針に基づく警戒事態、施設敷地緊急事態

又は全面緊急事態が発生した場合（県の地域が緊急事態応急対策実施区域に指定された場合も含

む。）を計画の前提とする。 

 

第７　火山災害の想定 
富士山の噴火に伴う、溶岩流、降灰、降灰後土石流等の災害を計画の前提とする。


